
宮田 豊さん（62）正子さん（59）/愛知県 / 

バズ（ ♂）←ナイト（ ♂）

盲導犬が縁で妻と出会い、「タンデム」に
私が盲導犬を初めて見たのはNHKの海外取材番組だった。

イギリス紳士が盲導犬とさっそうと歩く姿を記憶している。当
時、中学2年生だった私は、盲導犬とは無縁ぐらいにしか思っ
ていなかったが、社会人になり鍼

しん

灸
きゅう

の勉強会などに参加して
こられる先輩などに盲導犬ユーザーが何人もおられた。かつて
テレビで見たほどのスマートさはなかったものの、電車を乗り
継いで会場にやってくる先輩は立派だと思ったものだ。
盲導犬は人ごとだった私だが、突然やってきた失明という事
態に、今度は絶望を感じないですむ強力なパートナーとなった。
私は電車を利用する機会が多く、白杖だけで安全に乗り込むの
にはすごく大変だった。電車の連結部を乗降口と間違えそうに
なった時は本当に恐怖感に襲われた。失明してから4年後には
勤めていた病院も退職し、あまり慣れていない実家のある町に
帰って開業することにした。

本当はこの時点で盲導犬の貸与を受けるつもりだったが、世
の中はそれほど順調にいくわけではないようで、開業して2年
後に盲導犬の貸与が決まった。そのために始まった共同訓練は
ほぼ地獄だった。訓練生が一人だったこと、時期が梅雨の季節
だったこと、そして私の運動神経が鈍かったこと、これらが重
なって7週間にわたる訓練となってしまった。せめてもの救い
はパートナーがかわいかったことと費用を全額負担してもらえ
たことだ。本当に助かった。

それから24年余り、本当に盲導犬のおかげで体力も落ちな
いですんだし、遠くにも出かけることができ、妻との出会いに
も恵まれた。今は4頭目の盲導犬バズと暮らしているが、基本
は左手でハーネスを持つのに、場所によっては右手へ持ち替え
る「左右持ち」、さらには夫婦でも歩ける「タンデム」、状況に
よって自在に対応してくれた訓練士さんに感謝の思いがわく。
（宮田 豊さん）

乗車拒否に入店拒否〜子供の前で遭遇する痛み
盲導犬のユーザーとなって25年目を迎えています。1頭目は
私専用でしたが、2頭目からタンデムのユーザーとなりました。
振り返ってみますと、先天性の視覚障害があって生まれた私は、
長い間、杖歩行で生活していました。通勤も旅行もこなしてい
ましたが、買い物に行ったとき、店の入り口をうまく探せなくて、
傷ついて家に帰ることが時々ありました。食べ物がないのに、
1メートルの後戻りができなかったのです。言葉にならない惨
めさでした。
私にとって歩くことはいつも恐怖と恥ずかしさを乗り越える

ことから始めなければならないことでした。杖の使い方が下手

なのだから仕方がないと思っていたのですが、ある時、思いが
けなく盲導犬をもつことになりました。初めての訓練では、下
調べをしなくても知らない場所を歩けることが不思議であり、
新鮮であり、「自由ってこれなんだ」と思ったものでした。また、
大きな平均台のようで転落の恐怖しか感じなかった駅のホーム
をすいすいと歩けたのには大感激でした。散歩で道に迷っても、
相談相手がいるので冒険気分が楽しいのです。犬と相談するな
んて面白いですよね。
その後、同じく盲導犬ユーザーの夫と知り合って結婚しまし

た。初対面の時は犬同士が先に仲良くなって、あいさつの段階
を飛び越えてしまいました。二人の子供に恵まれ、盲導犬と一
緒に10年間、保育園に通い続けました。右手に子供、左手に
盲導犬、背中にもう一人と子供たちのバッグを背負って往復し
た時期もありました。運動会の親子マラソンにも保育園の先生
の協力で盲導犬と一緒に参加することができ、楽しい思い出に
なっています。今より盲導犬が珍しかったころ、周囲の方の理
解をいただけたことに心から感謝しております。
とはいうものの、手ひどい乗車拒否や入店拒否に遭ったこと
もあります。知人や家族と盲導犬を連れて出かけた時に拒否さ
れると気まずさが倍増します。特に親である私が社会から疎外
される現場を子供たちに見せなければならない時にはたいへん
心が痛みました。空港で食事ができなかったり、タクシーに乗
れなかったり、コンビニで品物を手に待っているのに追い出さ
れてしまったことは忘れられません。
子供たちが成長した今はなんだか暇になって、毎日の散歩と

学校での啓発活動に出かける程度になっています。大勢の方が
手塩にかけて育てて下さった盲導犬なのに、活躍の場が少ない
ことを申し訳なく思っています。スピードコントロールに悩み、
歩行中の排泄管理に悩み、引退を待たずに先立たれて悲しむと
いった25年間でした。現在のパートナーであるバズとは2015

年4月から一緒。遊び好きで退屈が大嫌い。体力と好奇心が衰
えないかぎり、盲導犬と共に暮らしていきたいと願っています。

東海・北陸地区

50th Anniversary 
of J G D A

盲 導 犬 と 歩 く  
── ユ ー ザ ー は 語 る

▲開業している鍼灸治療院を背にバズと歩く

▲お花見。バズと見つめ合って

▲タンデム歩行する宮田豊・正子さん夫妻
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安松和男さん（65）/静岡県 / 

モネ（ ♀）←リバー（ ♀）

1974年3月に1頭目の盲導犬リバーをいただいた。今でも
懐かしく訓練の事を思い出す。まだ武蔵小金井の時代だ。訓練
を終え地元浜松に戻ったものの、当時
はまだ静岡県では盲導犬のバス乗車は
認められていなかったが、それも陳情
によりまもなく認められるようになった。
リバーともども、仕事に一生懸命がん
ばったので現在の住宅を取得できたが、
10年活躍したリバーはその後まもなく
天国に旅立ってしまった。

2頭目はなかなかもらう気になれなか
ったが、2013年に浜松で盲導犬体験会
があり、歩行の快適さを30年ぶりに思
い出した。そして訓練士さんの後押し
もあり盲導犬との生活を決意した。今
回、富士ハーネスで訓練を受けて驚い
たことは、40年前とは異なる立派な訓
練所や宿泊施設であった。また、スタッ
フの多さ、訓練の指導方法、訓練終了
後のフォローアップに至るまですべて

が充実していた。
現在は再び、盲導犬モネと旅行、各種の会合や買い物、コ

ンサート、朝の散歩と、毎日楽しく生活している。かねてから
抱いていた東海道を歩く夢にも一歩を踏み出した。まずは
2015年5月、出発点日本橋を目指した。新幹線で品川を降り

京浜東北線で浜松町駅に着き、そこか
ら日の出桟橋まで歩いて隅田川の水上
バスに乗り込んだ。モネも同乗した人
力車による浅草見物を経て、出発点日
本橋にたどり着くことができた。昨年
11月には旅行会社の「品川から川崎ま
でのツアー」にも参加してみた。これ
らの経験をもとにこれからも夢の続き
に挑戦したいと思う。
こうして充実したモネとの生活が送れ
るのは、モネが生まれる前から携わって
くれた多くのボランティアさん、パピ
ーウォーカーの皆様と、立派な盲導犬
に育ててくれた協会スタッフのおかげ
であり、この感謝の気持ちをいつまでも
忘れずに、これからもモネとの外出を
楽しみながら生活して行くつもりである。

宮本 武さん（79）/富山県 / 

テンシ（ ♀）

動物を愛するすべての人へ。
テンシとの共同訓練を終えて2か月が過ぎた頃、かわいがっ
ていたウサギが老衰で弱ったので獣医さんへ連れて行った。つ
いでにとテンシの体重を量っていたときに、テンシの右前足爪
の少し上が赤く腫れているのを看護師さんが見つけた。

1週間後、テンシの検査日にウサギが天国に旅立った。もし
ウサギが元気だったらテンシの病気の発見も遅れていただろう。
検査結果は「リンパ腫瘍」だった。治療は富士ハーネスでして
くださることになった。早期発見だったが、やはり心配だった。
治療では、6か月間で24回もの抗がん剤を投与したそうだ。

テンシの見舞いに行ったとき、つらい抗がん剤で頑張っている
姿は痛々しいほど痩せていた。引退の話も出たが、治療が終わ
るまでは考えないことにして帰ってきた。
テンシは5頭目の盲導犬で、その前3頭は天国に旅立ってい
る。「虹の橋の物語」という原作者不詳のまま全世界に広がっ
たと言われている詩があり、私はそれを読むことでつらい心を
癒やしていた。
しかし、治療が終わった2か月後にテンシは盲導犬に復帰し
た。自宅では毎日DEをして、少しずつ歩ける距離を延ばして
いった。4か月後には奈良県の神社仏閣のお参り、山を越えて

の17キロを歩いて観光できるまでになった。
治療前には、もしかするとテンシは引退かもしれないと思い、

入院前の思い出にと京都を友人と観光した。渡月橋を渡ってい
た時、友人が「虹が出ている」と教えてくれ、その方向に私と
テンシを向けてくれた。そのとき私は、「虹の橋の物語」を思
い出した。
ウサギと3頭の盲導犬が、虹の麓から「テンシ頑張れ」とメ

ッセージを送ってくれているように思った。

押野まゆさん（31）/静岡県 / 

バロン（ ♂）←ピンキー（ ♀）←ウェーブ（ ♀）

はじめて一緒に歩いたのは、春のよく晴れた日だったよね。
「バロンは私が一番好きなジブリ映画に出てくる猫の男爵の名
前なんです。その『バロン』が名前の由来ですか？」「そうみ
たいですよ。でもまだ２歳だから、ちょっと幼いところもあり
ますからね。押野さんが立派な男爵に育ててあげてください」。
訓練士さんとそんな話をしていたね。
押野さんはぼくのことをずいぶん気にいったらしくて、ことあ

るごとに「すごいねぇ。グッドだねぇ」って言いながらなでてく
れた。特にドアとチェアを教えてあげた時は、「女子のエスコー
トが上手だねぇ。さすが男爵」なんて言うもんだから、ぼくもす
っかりこの人を気に入った。でも、時々気持ちが通じ合わなくて、
何かやってほしいのはわかるんだけど、どうしたらいいかわから
なくなった時もあったよね。とり
あえず近くにあったドアを教えた
ら、「まだちょっぴり不安な男爵
ね」って笑われた。
一緒に暮らすようになってわか

ったんだけど、ぼくの大好きな姉
ちゃんにも、ちょっと面倒なとこ
ろがある。「バロ～ン♪」ぼくをこ
んなふうに呼ぶ時は、とってもご
きげんな時か、ちょっと何かをた
くらんでる時だ。ぼくが大嫌いな
耳掃除とかね。それから、よくぼ
くの都合なんておかまいなしにハ
グをしてくる。それは別にいいん
だけど、一度つかまると15分は放
してくれない。スキンシップとい
うやつらしいけど、姉ちゃんは自
分でつかまえておきながら、「バ
ロン重い」って文句まで言うんだ。
全く勝手だよね。ちなみに、姉ち
ゃんの足はぼくの枕にちょうどよ
くって、編み物をしている横で寝
るのが最高なんだ。
それから、姉ちゃんは犬使いが
荒い。「バロ～ン♪　行くよ～♪」
と言いながらお洋服を持ってくる
とお出かけの合図なんだけど、
時々とんでもないお出かけにつき合わされるんだ。「今日はどう
なさいますか？」「フリータイムのソフトドリンクコースでお願
いします」「じゃ、いつものお部屋にしておきますね」。店員さ
んも慣れたもんだ。ぼくはすっかりどのドアに入るのかを覚え
ちゃった。どれだけ頻繁に来てるかがわかるよね。──ここに

来ると長いんだよなぁ。７時間
はかかるんだ。「バロン、寝てて
いいんだよ」。このうるさい中、
寝られると思う？　まったく
……。カラオケっていうやつが姉
ちゃんの人生二番目の楽しみら
しい。僕はあきらめて姉ちゃんに
背中を向けて、耳にフタをする
つもりで寝て待つことにしてる。
ちなみに姉ちゃんの人生で一
番の楽しみは何かって言うと、ライブというイベントらしい。ぼ
くも一度連れていかれたけど、たくさんの人が大きな声で歌った
り踊ったり叫んだりしてた。何が楽しいのかさっぱりわからない
んだけど、姉ちゃんは泣きながらみんなと一緒に歌ってた。お泊
まりしたホテルで「盲導犬に出会えたことと、あの人の歌に出

会えたから、今の私がいるんだよ。
だからあの人のライブにバロンと
行くのが私の最高の幸せなんだ
よ」としみじみ言ってた。
「姉ちゃんはね、バロンがいな
いと階段も歩けないからさ、頼ん
だよ」。知らない場所に行くたび、
姉ちゃんはそう言ってハーネスを
持ってる手に集中して歩きはじめ
る。姉ちゃんは歩いている時、ぼ
くをどれくらい頼っているかが雰
囲気でわかるんだ。本当にぼくだ
けが頼りなんだってことがわかっ
た時、ぼくも姉ちゃんが何をして
ほしいのか必死で考える。気持ち
が通じ合って、「グッド」って言
われるのは本当に最高だよ。
犬使いが荒くて、時々うっとう

しいけど一緒にいると楽しい姉ち
ゃんへ。「ぼくの残業の時は、ご飯
サービスしてほしいな♪」（バロン
より）。「それは無理かなぁ」（姉ち
ゃんより）。

◇
押野さんは先天性緑内障で､高
校から盲学校に進学した。6年か
けてマッサージ師の資格もとった

が、手が小さく筋力も弱いため、本業としてではなくとも技能
を生かせる仕事を考えていた。盲学校の頃から使っている盲導
犬に関わる仕事も憧れの一つだった。卒業後1年間、デイサー
ビスでアルバイトをしながら日本盲導犬協会の募集を待ち、 現
在は富士ハーネスで普及推進の仕事をしている。

▲テンシと京都・渡月橋を渡る。背景には虹が

30年ぶりの盲導犬歩行〜東海道五十三次踏破を夢に

◀充実した訓練に時代の流れを感じました

天国に旅立った彼らにこれからも支えられて

▲富士ハーネスでの仕事は見学者へのデモンストレーション。働く
PR犬をよそ目にバロンはお昼寝
▼休日にはバロンと館内見学案内もする

▲姉ちゃんはカラオケでご機
嫌だけど……

ひとりカラオケ7時間  耳をふさいでつき合うよ
│ 東海・北陸地区　感謝と苦労 入りまじり



鎌野朱実さん（67）/静岡県 / 

メグ（ ♀）←ガーネット（ ♀）

「これからの人生、悔いなく生きていきなよ」と息子の一言
がとてもうれしく思った時、どこかで知った「目の見えない方、
目の見えにくい方、盲導犬と一緒に歩いてみませんか」という
言葉に気持ちが動いた。盲導犬は目の見えない方だけが持つも
のだと思い込んでいたが、私も盲導犬と歩こうと決めた。

2013年春、とても奇麗なイエローのラブラドール、2歳の
女の子、ガーネットがやって来た。私はウキウキしながら外出
するようになり、往来を行くとガーネットはアイドルのようだ
った。私の周囲では盲導犬を見たこともない人ばかり。道を一
緒に歩いていく、店の中でちゃんと待っている、車にも上手に
乗って静かにダウンしている、場の空気を読んではしゃいだり
しない̶̶いつしかお互い気持ちが分かるようになってきた。
でも、これから旅行も出来ると思った矢先、盲導犬健
康診断で病気が見つかったのだ。「副腎皮質低下症アジ
ソン病」。聞いたことのない病名だ。なぜ、うそでしょ、
こんなに元気で食欲もいいのに。富士ハーネスからは「早
く見つけてくれたので、このままいい形で引退を勧めま
す。こちらでは精いっぱいのフォロー、サポートをします。
前向きに考えてください」と言われた。「私が悪かった
のか」、ガーネットの姿を見るたびに自分を責めて食事
もとれない。そんな時でも、私に鼻を寄せてきたり、尻
尾をうれしそうに振ったりして、元気をくれた。
間もなく別れ。訓練士さんは「鎌野さんがここで、と

いう時まで待ちますよ。でも早い方がいいと思います」
と言う。3キロのフードがあと1袋になった。あなたの
姿がいとおしく、毎日が濃い1日。そう、フードが終わ
った時に帰そうと決めた。そして、2016年11月21日、
富士ハーネスに向かい、訓練士さんにリードを預け、気

持ちを託した。
その日午後から新たな共同訓練。今度はクロラブ、名前はメ

グ、女の子。正直言って午前の別れがあり、私はあまり気持ち
が入らない。でも、部屋でハーネスを外すと、メグは尻尾をフ
リフリやってきて、私の胸の中へ入って丸まって静かにしてい
る。訓練士さんが「犬と会話ができるようになるといろいろ分
かりますよ」と教えてくれたことを思い出した。胸の中のメグ
のぬくもりが少しずつ、私の気持ちをほぐしてくれているのを
感じた。盲導犬として私のところに来てくれたのは多くの人た
ちのバトンをつないでここにいるんだと思うと、涙と同時に感
謝の思いが湧いてきた。「病気で別れたガーネット、ありがとう。
もう大丈夫だよ」。あなたは母親犬とその家族が待つ大分県に
帰ることになり、安心したよ。
人生には、いくつかの坂道があり、努力を惜しまず乗り越え

なさいと、盲導犬を通して学ばせてもらったと思う。

庄司恵美子さん（61）/静岡県 / 

インテル（ ♀）

皆は私に「美人さん」とか「べっぴんさん」とか声をかけて
くれます。得意なお仕事は障害物をしっかり伝えること。で
もうまく伝わらないこともあります。例えば、なだらかなア
ップダウンがあるとスピードを緩めますが、お母さんは「早
く行きなさい」と指示します。思った通り、お母さんの足が
ガクッとなります。そこでやっと気づいてもらえるのです。
また、ストレートの道なのに寄り過ぎてしまい、前が壁に
なってしまったこともありました。私は危ないので止まりま
したが、お母さんはイライラしながら「ストレート、ゴー」
と指示を出します。壁があることに気づいてくれた時はほっ
としました。ここだけの話、お母さんはイケイケドンドンの

性格ですので、こんなことは日常茶飯事です。
見知らぬ人から蹴られたり、暴力的な言葉を言われたりして

つらいこともありました。で
もお母さんは日に日に強くな
って、涙を笑顔に変えました。
最近は、段差も曲がり角も
ハーネスから確認してくれて
います。私を信じてくれてい
るのですね。だから二人で歩
くことが以前よりも楽しいで
す。「今日も二人三脚で完走
だよ」、お母さんの声が聞こ
えてきます。

新家春美さん（50）/富山県 / 

アイリーン（ ♀）

盲導犬と一緒に生活して1年2か月がたちました。アイリー
ンは、私にたくさんの変化をもたらしてくれました。共同訓練
の時にいじいじしていた私の心が、「自分でやるだけやってみ
よう」と変わったのは、アイリーンが横にいてくれたからです。
買い物に行くと、大抵買う物は決まっているので、鼻でクー

ンと教えてくれます。知り合いの方に「アイちゃーん」と言わ
れると、尻尾をブンブン振り、愛

あい

嬌
きょう

たっぷりに仕事してくれ
ます。座りながらお手をするときは、喉が渇いているという給
水サイン。苦手なものは風。耳が風に揺れると空に向かって「ボ
フッ」と鳴いてしまうのです。アイリーンは、自分の家族以上
に代え難い存在になりました。

コタツに少し入れてあげたら、お気に入りの場所になりまし
た。便秘の時に体全体を温めるとすっきり排泄し、鼻が出てる
のも治ったり。犬も冷えは禁物なんだな、と知りました。
夢もできました。視覚障害者のためのシェアハウスづくりで

す。安心して暮らせる、夜も
怖くない町も。そのためにも
盲導犬が拒絶されないように
いろいろな人と語り、毎日一
回笑いたい。すべてに感謝し
て生きましょう。一度きりの
人生を楽しみながら進んでい
こうと思います。

山上隆幸さん（6 4）/静岡県 / 

イルミー（ ♀）←アウル（ ♂）

初めての盲導犬アウルとは2012年3月からパートナーにな
りましたが、私を常に見守り、離れると「どこへ行ったの」と
探してくれるような関係になるまでに1年はかかったのではな
いでしょうか。共同訓練の時は、指示も1回では聞かず寂しそ
うに鼻鳴きをしたり、フォローアップで来られた訓練士さんを
後追いしたりして、歩行や外出はできるものの心ここにあらず
でした。しかし、認定後1か月で無謀にも遠距離旅行に出かけ
ましたが、東京駅も難なく誘導してくれて、初めての旅行も無
事こなしてくれました。自宅では、大好きなロープ遊び、鬼ご
っこやかくれんぼなどを毎日繰り返し行うことで、だんだんと
打ち解けて家族の一員になった気がします。
単独歩行が困難になり妻の誘導が頼りの出先で、下り階段で
つまずきズボンも皮膚もボロボロになった時、足の痛みと共に
何ともむなしさがこみ上げてきました。杖歩行をしようにも、
電柱や突き出た枝、宅配便の車の後部ドアが開いているのでは
という恐怖に気が重くなっていました。
しかし、アウルの出現によって人を追い越すほどの速さで歩
け、季節ごとの花の香りや鳥のさえずりを楽しむ余裕ができ、
めげる気持ちも癒やされました。アウルと歩き始めたころは「訓
練ご苦労さま」とよく言われ、苦笑いをしながら説明をしてい

ました。北海道・函館では、路面電車の高いステップを嫌がり、
前足をかけて押して乗せると、乗客のみなさんが拍手で褒めて
くれました。その後は「僕、平気だよ」と言わんばかりに乗り
降りが難なく出来るようになって、褒められると伸びる盲導犬
を地で行くアウルでした。
今年2月末からは2頭目のイルミーとの生活が始まりました。
確かに飲食店など拒否も多いのですが、先人の苦労を思えば、
私が広告塔になることで今後のユーザーの快適な外出の一助
になれればと考えられるようになりました。これからもパート
ナーと二人三脚で多くの思い出を作って行きたいと思います。

▲

◀

▲▲2016年12月、2頭目のメグと静岡・沼津で歩行訓練

「人生の坂道、努力して乗り越えよ」〜盲導犬に学ぶ

◀日に日に信頼関係が深まって

訓練の時から決めていたテーマ、「二人三脚で完走」

◀北アルプスの清涼な大気を吸いな
がらのお散歩です

視覚障害者のためのシェアハウスをつくりたい

▲2014年秋には富士山麓の湖畔キャンプ場でアウルと遊ぶ

私が盲導犬の広告塔に〜パートナーがもたらした決意

│ 東海・北陸地区　感謝と苦労 入りまじり



安達 実さん（69）/富山県 / 

ベルタ（ ♀）←アニー（ ♀）←ハルク（ ♂）←ポセ（ ♀） 

←ラブ（ ♀）

盲導犬歴30余年、本来なら胸を張って「ベテラン」と言い
たいところですが、パートナーが変わるたびに個性を見抜くの
に手間取る未熟者の私です。
鍼
しん

灸
きゅう

マッサージの仕事をしており、生活のほとんどが屋内
なので「運動不足」は盲導犬と出会う前からの悩みの種でした。
小学生の娘がこぐ自転車の後部にくくりつけたロープを握って
走ったりもしましたが、ある日の小さな事故をきっかけに盲導
犬と歩く決意をしました。盲導犬デビューを果たした時には、
言葉では到底表現できない感動を覚えたものです。スピーディ
ーに歩くことが好きだった私は、訓練士さんから「もっとゆっ

くり歩いて」と注意されたこともありました。
小鳥のさえずりや草花の香り、漂ってくるみそ汁やおかずの

香り。1頭目のラブは、歩きながら自然や生活の匂いを感じる
ゆとりを与えてくれました。視覚障害者福祉センターのイベン

トにも出かけたりと、行動範囲は飛
躍的に広がりました。
ベルタは私にとっては孫のような
存在。最後のパートナーになるかも
しれません。かつて「クリープを入
れないコーヒーなんて」というコマー
シャルがありましたが、私に言わせ
れば「盲導犬のいない生活なんて」。
ベルタ、これからもよろしくな。

水口茂生さん（58）/静岡県 / 

イクション（ ♂）←ラピス（ ♂）

最初のパートナーは「ラピス」という名前の犬でした。パピ
ーウォーカーさんによれば、幸運をもたらす石といわれる天然
石「ラピスラズリ」から命名したのだ
とか。ラピスはその名の通り、私に「安
心して、自分の意思で、どこへでも行
ける」というかけがえのない幸運をも
たらしてくれました。
私たちはいつも一緒でした。いえ、

私だけではありません、家族全員がラ
ピスと一緒。実はラピスが来てから、
家族みんなで「ラピスラズリ」をお守
りとして身につけることにしたのです。
もちろんお守りはラピスのカラーにも。
ラピスは家族の一員、いや、家族の中
心でした。
もっとも、そんな日々も長くは続き

ませんでした。ラピスは病に侵されて
しまったのです。余命2か月。私にで
きることは、ラピスと片時も離れずに
いることだけ。そして2014年6月26日、

ラピスは7歳5か月、我が家の家族になってから5年で天空へ
と旅立ちました。「ラピス、いつまでも一緒だよ」。ラピスを見
送る時、私はこう呼びかけました。
しばらくは張り合いのない日々が続きましたが、半年後、私
は訓練士さんや家族の後押しで、真っ黒なラブラドールの男の

子「イクション」と出会います。人懐
こくて愛

あい

嬌
きょう

のあるイクションは、すぐ
に我が家に慣れてくれました。道を覚
えるのも早く、私の歩きにもぴったり
と寄り添ってくれるイクション。それ
はまるで天国のラピスがコーチしてく
れているかのよう。「イクション、この
道は、真ん中を歩くんだよ」「お父さ
んの歩く速さはね」「こうすると喜ぶ
よ」。そう、私たちは三人で歩いてい
たのです。三人でいる安心感。三人に
しかわからない秘密。そんな絆で結ば
れながら。
三人で歩く日々はこれからも続きま

す。イクションのカラーで、あの「ラ
ピスラズリ」が今日も揺れています。

坂田 清さん（70）/富山県 / 

イデア（ ♀）←エフィ（ ♂）

私が視力を失ったのは約20年前、50歳になった時のこと。
悲観的になり、なかなか前向きになれなかった日々が続いた果
てに出会ったのが、視覚障害者の山の会「三つ星山の会」でし
た。自然との触れ合い、人との出会い、自分の可能性との出会
い。「山の会」は多くのものを私に与えてくれました。山登り
のためにマラソンも始め、58歳でフルマラソン、宮古島の
100キロマラソンにも挑戦しました。
今、私が盲導犬との生活を送っているのも、「山の会」の宮
本さんという盲導犬ユーザーとの出会いがきっかけでした。も
っとも、しばらくは「共同訓練で1か月も仕事を休むなんて無
理だな」などと躊

ちゅう

躇
ちょ

する日々が続き、結局、盲導犬エフィと
の生活を始めたのは定年退職の直後、61歳になった時のこと。
その時、私の胸に去来したのは「なぜもっと早くに盲導犬を持
たなかったのか、もっといろんなことができたはずなのに」と
いう強烈な後悔の念でした。それほどエフィとの生活は素晴ら
しいものだったのです。
エフィと出会ってからは「歩きたい」という欲求に駆られ、

随分歩き回りました。途中の商店街でふらりとラーメン店や喫
茶店に立ち寄る、エフィのおかげでいろんな人から声をかけら
れる、そんな些

さ

細
さい

なことが楽しみで、うれしくて。

こうした前向きな気持ちは、2代目のイデアがパートナーと
なっても変わりません。「イデアと一緒なら」という心の支え
があるだけで、どこまでも行けそうな気さえします。
今の私の夢は宮沢賢治の故郷である岩手県花巻市を訪ねる

こと。事前に情報を丹念に確認して、旅館を予約し、見知らぬ
街をイデアと一緒に歩いていく。そんなことを想像するだけで
も楽しいのです。

宮口 覚さん（66）/富山県 / 

ノーベル（ ♂）←ポッキー（ ♂）←カイ（ ♀）

私は市民大学でいくつかの講座を受講しています。新緑の
頃、「平家物語を味わう」のコースでだったと思います。ノー
ベルに緑のコートを着せて出かけました。先生が「枕草子」の
5月に山道を歩くという新緑のころの章段の話をされました。
平家物語のコースなのに、先生は窓の外のまぶしい新緑とノー
ベルのコートの緑に目を奪われたのだと思います。
秋には週に一度、福祉専門学校へ点字の授業に出かけます。

今年で3年になります。ノーベルはそこの先生方や学生たちの
人気者です。なによりも教卓の横で私の話をしっかりと聞いて
いてくれます。
腰痛の手術をした後のリハビリに付き合ってくれたのもノー

ベル。最初はゆっくりと家の
周りから初めて、少しずつ距
離を延ばしていきました。3

か月ぐらいで30分ほど歩くこ
とができるようになりました。
そして以前からの散歩コース
を歩けるようになりました。
犬を介して散歩中にほかの

人と会話するのも楽しいもの
です。盲導犬と共に歩く。そ
れはささやかではありますが、
見えない者にとって大きな喜
びの一つです。

前嶋信一郎さん（47）/静岡県 / 

ダンディ（ ♂）

2015年10月に共同訓練が修了し、初めてユーザーとなって
パートナーと新たな一歩を力強く踏み出しました。ところが思
い通りに歩かなかったり、排泄が失敗したりして、半年ぐらい
は、この先一緒にやっていけるか、不安になる時が何度かあり
ました。そのつど、訓練士さんにアドバイスやフォローアップ
をしていただき、1年過ぎた頃には安全に気持ちよく歩くこと
ができるようになりました。
我が家の子供は男3人で、長男8歳、次男5歳、ダンディ 4歳。

ダンディが来てからはにぎやかなことこの上ない。騒がしい時
間と笑い声が増えました。

2016年の夏にNHKの「おかあさんといっしょ」にパートナ

ーと出演しました。幼児向け番組とはいえ全国放送されるので、
プロフェッショナルの歩行を意識して撮影に臨みました。ただ
実際の放送では、歩行姿よりセリフを話している方が多かった
感じです。歩道ではしっかり左によって、段差は5センチの高

さがあれば止まるというシー
ンを見せたかったなあ。
ダンディがきて、いつでも
歩けるようになりました。こ
の喜びを、私の役割である「し
っかり歩行を果たす」ことで、
お世話になった方々へ恩返し
がしていけたらいいなと思い
ます。

▲ベルタは4歳。「引退する6年後には、私もいい年になりますね」

ゆとりの歩行を実践、「盲導犬のいない生活なんて」

◀自宅近くの長嶋茂雄ロードをイクションと行く。
「天国のラピスも一緒に歩いています」

「幸運の石」で結ばれた絆

▲訓練後の一服。2代目イデアとともに

もっと早く盲導犬を持っていれば

◀ノーベルと歩くことが、大きな喜び

盲導犬とともに歩く、それはささやかで大きなよろこび

◀ダンディも一緒に家族で大阪旅行

NHKの「おかあさんといっしょ」へダンディと出演

│ 東海・北陸地区　感謝と苦労 入りまじり


